









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4
を喚起するに在り」と著作者の〈技〉の議論に入ってゆく。‘文学とは何か？’
という問いにとっては，まず著作者の感興
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西洋とつくらないまま



































4 4 4 4 4
に容れ難き方面の存在し居ること
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こにあるのか分りかねる






















































































































































































































































































































































































































































































































































































お か わ い そ う
可哀想だ，不







































































































































坐 幽 篁 裏	 弾
きんをだんじてまたちょうしょうす













































































































































境 孰 可 忘
会
たまたまいちにちのせいをえて
得 一 日 静 　 正
まさにひゃくねんのぼうをしる
知 百 年 忙　 遐
かかいいずれのところによせん
懐 寄 何 処　緬
めんばくたりはくうんのきょう














































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。奴隷の頭脳に雄大な
理想の宿りようがない。西洋の理想に圧倒せられて眼がくらむ日本人はある程度に於て皆奴隷で
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，行き尽いた所で斃れる


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































ス ト レ イ シ ー プ
える子―わかって？」
　	［三四郎は挨拶に困る‥‥だからただ黙っている。迷



































































































































ア ン コ ン シ ア ス・ヒ ポ ク リ ッ ト
意識なる偽善者」として創り出してみようとしたと言うが，たいした持ち上げようである。
フェリシタスには夫があるのだが，昔の恋人であった男を追っかける。有

























































































































































4 4 4 4
である。『三四郎』の主人公はあの通り単純であるが，此主人公は
それから後の男であるから此点に於てもそれから


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イ ギ リ ス
吉利や亜
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よいのか


































































4 4 4 4 4 4
である。彼の真意はどうやって心の安らぎ
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だ。
　とはいえ，「敬天愛人」が大目的ではあっても，それで直ちに現世の社会の組立てが出来上
101
日本人の心を見にゆこう ４
ることにはならなかった。戊辰戦争［1868年］，廃藩置県［1871年］，西南戦争［1877年］を
経て，東京上野の山上に西郷の銅像が建てられたのは1898年である。明治維新の名で記憶さ
れる日本独特な近代革命の顛末には，当然ながら毀誉褒貶があるが，この人物を非難する声は
聞かない。「人極」＝「敬天愛人」という標語は単なるお題目ではなかったと誰もが感じたの
だろう。
［2014年冬］
